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9月定例会
［会期］9月6日～12日まで

令和４年９月定例会では、財政健全化比率についての報告や条例改正、令和３年度決算など、38 議案（報
告１件、諮問１件含む）が提出され、審議の結果、全議案が原案どおり認定・可決されました。

また、１件の陳情を審議し、採択されました。
開会日には、２名の議員が一般質問を行い、横断歩道の設置や介護施設などについて問いました。

令和３年度決算を認定 令和４年度補正予算等も審議

一般会計決算
歳入総額  54億   244万5,797円

（前年度比 1億8,780万5,678円減）
歳出総額  51億6,569万6,450円

（前年度比 1億９,499万5,554円減）

19億8,602万  542円
（前年度比  　9,971万4,136円 減）

歳 入 総 額

18億5,254万2,496円
（前年度比1億1,507万1,780円 減）

歳 出 総 額

水道事業会計
  1億4,405万5,205円収益的収入

  1億3,604万7,323円収益的支出

 　  5,143万5,000円資本的収入

  1億4,510万7,254円資本的支出

特別会計 （天栄村国民健康保険
特別会計など 12 会計）

行われた主な事業
衛 生 費

新型コロナウイルスワクチン接種事業

農林水産業費

ふるさと公園造成（第３期）工事事業
３回目までの集団接種を実施

6,034 万円
雨水排水・緑地工事等を実施

2,862 万円

※資本的収入額不足分は、過年度損益勘定留保資金等で補てん
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　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

健全化判断比率 令和３年度算定比率

実質公債費比率 7.8（  25.0）

将来負担比率 ―（350.0）

※（　　）は財政の健全化が必要とされる早期健全化基準。
※算定されなかったため、将来負担比率は「―」表示。
※実質公債費比率…地方自治体の収入に対する実質的な
　　　　　　　　　借金の比率
※将来負担比率……将来、財政を圧迫する可能性の
　　　　　　　　　度合いを示す指標

8.5% 8.6% 8.6%8.7%

村債残高一覧（一般会計・農業集落排水・簡易水道・上水道）

80
70
60
50
40
30
20
10
0

12.0%

10.0%

8.0%

6.0%

4.0%

2.0%

0.0%

54億
4,515万

円

55億
5,180万

円

58億
7,714万

円

61億
1,607万

円

億

R1年度

8.1%
52億

3,834万
円

R2年度

50億
2,045万

円

R3年度H30年度H29年度H28年度

村債残高合計 実質公債費比率

7.8%

村の財政は健全と認められる

猪越　喜久雄
代表監査委員

一般会計及び各事業会計ともに黒字であり、実質公債費比
率は 7.8％で前年度より改善され健全性を維持していると認
められる。

しかしながら、村税の収入未済額は依然として高額である。
また、各事業会計においても国民健康保険税、大山地区排

水使用料及び農業集落排水使用料、水道使用料の収入未済額
が年々増加の傾向にある。コロナ禍や物価高騰の中、生活が
厳しい状況下での徴収は難しい面はあるが、公平性を保ちつ
つ厳正なる態度で徴収にあたっていただきたい。

監査委員の審査意見

廣瀬　和吉
監査委員

消 防 費

消防ポンプ自動車購入事業

教 育 費

こども映画学校業務事業

令和3年度に

２分団第５班の消防ポンプ自動車を更新
2,178 万円

小・中学生３班で映画制作・上映会を実施
579 万円
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「ニホンジカ捕獲管理事業補助金」は、どこに補助を出したのか。内容を伺いたい。

「通園バス委託料」ですが、令和３年度に通園バスで事故またはバス内で園児のケガ等
はあったのか。他園で通園バスでの痛ましい事故が発生したが、天栄幼稚園では登園時
の引き渡しの際のマニュアルはあるのか。

【産業課長】
この補助金は、令和３年度から始め

た事業です。ニホンジカが増えてきた
中で、福島県では捕獲しても出荷でき
ないため、ハンターがシカを撃たない
状況があり、それでは冬の間ニホンジ
カの捕獲が進まないため、イノシシと
同様、１頭につき 23,000 円を助成
するために創設しました。

【教育課長】
この通園バスは、天栄幼稚園児にかかる

バスで、事故やケガの報告はありません。
バスに関しての正式なマニュアルはあり
ませんが、幼稚園では乗車時、降車時漏れ
がないようにバスごとに乗る前から誰が
乗るのかを確認し、降りる時も忘れ物等も
含め、補助員の先生と運転手で二重チェッ
クをして事故等がないようにしています。

※上記内容は抜粋となりますので、詳しい内容や他の質疑・答弁に関しては、会議録をご覧ください。

令和３年度天栄村一般会計決算についての議員質疑と答弁

Q

Q

A

A

「天栄村新規就農者支援センター補助金」は、どういう使われ方をしているのか。
このセンターにより何人就農者がいるのか。

【産業課長】
この補助金は、村ふるさと夢学校に活動補助金

として支払っており、県内外での新規就農者の PR
イベント等で就農相談会の開催や、新しく就農し
たい方と農家の方とをマッチングして、受け入れ
農家さんへの謝金の支払い等を行っています。昨
年ですと、「新規就農者フェア」というイベントで
相談者が５名、そのほか個別に電話相談や面談を
受付け、そのうちの 1 人が今年から新規就農者と
して認定されています。

Q

A

通園バスに乗車する園児たち

新規就農者フェアでの相談会

大須賀議員

渡部議員

揚妻議員

過去５年間のニホンジカの捕獲頭数
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本年 12 月 31 日に任期満了となる人権擁護委員の後任者として、春
日富夫氏（大里中部）を法務大臣に推薦することについて、議会に意見
が求められました。

春日氏は、社会的信望も厚く適格適任と認められました。
任期は、令和５年１月１日より３年間で、人権相談を受け、問題解決

のお手伝いをしたり、人権の考えを広めるといった活動をする予定です。

諮問第 1 号
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

春日富夫氏を推薦

河川の底の土砂などを取り除き、河川災害を未然に防ぐ工事で、鶴沼川との合流地点から 300 ｍ
上流まで。入札の結果、柿沼林業建設㈱天栄村支店が落札。

国道 118 号の橋の工事が遅れているが、
この工事との関連はないのか。

【建設課長】
関係はありません。橋梁工事は、福島県の発注工事で

台座部の地盤が軟弱なため遅れているもので、現在設計
の見直しをしているところと伺っています。

小山議員

議案第 7 号  工事請負契約の締結について

河内川の河川浚
しゅん

渫
せ つ

工事に5,445万円

Q

A

スキーリゾート天栄で使用していた圧雪車１台を、スノーシステム
ズ㈱（東京都千代田区）に入札の結果 957 万円（税込み）で売却す
ることとした。

売却時の運搬費用の負担はどうするのか。

【産業課長】
現在磐梯町に保管しており、同地での引き渡しの契約なの

で、輸送費用はかかりません。

北畠議員

議案第８号  財産の処分について

圧雪車１台 957万円で売却

Q

A

人権擁護委員に推薦された春日氏

売却が決まった圧雪車

浚渫工事が始まる河内川

PickUP!!

PickUP!!

PickUP!!

9 月定例会の主な審議内容
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総 務 費 ⃝ペーパーレス会議システム構築業務委託料 ………………………… 410.3 万円
⃝戸籍事務内連携作業委託料 …………………………………………………… 775 万円

衛 生 費 ⃝土橋久保仮置場原状回復事業（営農再開のための補完工事） 501.6 万円

農林水産業費

⃝てんえいふるさと公園整備事業
　　　➡ 駐車場整備工事設計業務 ………………………………………… 140.5 万円
　　　➡ 駐車場整備工事請負費 …………………………………………… 1,562 万円
　　　➡ 木製什器製作工事請負費 ………………………………………… 578.3 万円
　　　➡ 直売施設備品購入 ………………………………………………… 2,050 万円

教 育 費 ⃝統合小学校等基本計画策定業務委託（小・幼・保） ……………… 957 万円
⃝原油価格・物価高騰対応給食費補助金 ………………………………… 501 万円

増
額
補
正
の
主
な
も
の

「創業等支援補助金」95 万円は、どういう使い道なのか。

【産業課長】
この補助金は、村内で新たに起業する方へ、その経費を補助するものです。改装工事等の

経費がかかる方を村で支援します。上限を 30 万円として、結果経費の２分の１、どちらか安
い方の金額を補助するものです。条件として村内に事業所を設け、年度内に創業を行うもの、
または創業してから 3 年を経過していない方です。また、村商工会で行っている創業事業計
画を作成し、創業するうえでのノウハウを学んでいただく支援を受けた方です。

揚妻議員

議案第 23 号
令和４年度天栄村一般会計補正予算についてPickUP!!

歳入歳出それぞれ2億2,785.3万円を追加
予算の総額を44億4,846.6万円へ

Q

A

「統合小学校等基本計画策定業務委託料」について、詳しく伺いたい。また、
統合小学校は、新校舎ありきで建てることで決まったのか。

【教育課長】
この委託料は、村で今後計画を進める、広戸・牧本・大里小学校を統合し新設する小学校

にかかる基本構想と基本計画、さらに幼稚園と保育所も含めた中で構想を計画しており、そ
れぞれの計画条件等の整理や法令上の確認、イメージ図の策定等です。まだ、決定はしてい
ませんが、小学校統合委員会等において新設する小学校でという意見がありましたので、村
としては新設する方向で検討を進めています。

大須賀議員Q

A

てんえいふるさと公園のソーラーカーポートのイメージ図 広戸小での給食の様子
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「子どものために配置基準引き上げ
による保育士増員を求める」
意見書の提出を求める陳情書

保育の現場はコロナ禍により益々多忙化しており、
人員不足はさらに深刻なレベルにきている。小学生よ
りも年齢が低い４～５歳児の保育所における配置基準
は 30 人に 1 人の保育士のままである。

よって、安心・安全で質の高い保育が格差なく保障
されるよう、国においては、保育士確保のための予算
を確保し、配置基準を見直すよう意見書を提出する。

採
択

【意見書の送付先】
　内閣総理大臣・財務大臣・厚生労働大臣
　文部科学大臣・内閣府特命担当大臣（少子化対策）
　衆議院議長・参議院議長

総 務 常 任 委 員 会

１件の陳情を審査、議員発議案により１件の意見書提出

番号 事 件 内 容 結果

議案

1 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて ９月30日任期満了の教育委員の任命
桑名　裕昌氏（湯本） 同意

2 天栄村過疎地域持続的発展計画の策定について
本年４月に本村が過疎地域に指定
されたことから国の支援を受ける
ために必要となる本計画の策定

原案可決

3 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制
定について

会計年度任用職員の育児休業取
得要件を緩和 原案可決

4 天栄村税特別措置条例の一部を改正する条例の制定について 本村が過疎地域に指定されたこ
とに伴う、過疎地域における固
定資産税の課税免除

原案可決

5 天栄村特定事業活動振興計画に基づく村税の特例に関する
条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

6 字の名称の変更について
町村の境界変更はしていたが、字の名
称が変更されていなかった箇所の字名
を変更

原案可決

24 令和４年度天栄村国民健康保険特別会計補正予算について
事業勘定歳入歳出528.7万円追加
診療施設勘定歳入歳出478.4万円
追加

原案可決

25 令和４年度牧本財産区特別会計補正予算について 歳入歳出27.5万円追加 原案可決
26 令和４年度大里財産区特別会計補正予算について 歳入の補正 原案可決
27 令和４年度湯本財産区特別会計補正予算について 歳入の補正 原案可決

28 令和４年度天栄村工業用地取得造成事業特別会計補正予算
について 歳入歳出1,023.7万円追加 原案可決

29 令和４年度天栄村大山地区排水処理施設事業特別会計補正
予算について 歳入歳出30.5万円追加 原案可決

30 令和４年度天栄村農業集落排水事業特別会計補正予算について 歳入歳出3,198.5万円追加 原案可決
31 令和４年度天栄村二岐専用水道特別会計補正予算について 歳入歳出38.6万円追加 原案可決
32 令和４年度天栄村簡易水道事業特別会計補正予算について 歳入歳出90万円追加 原案可決
33 令和４年度天栄村簡易排水処理施設特別会計補正予算について 歳入歳出14.9万円追加 原案可決
34 令和４年度天栄村介護保険特別会計補正予算について 歳入歳出 3,507.2 万円追加 原案可決
35 令和４年度天栄村後期高齢者医療特別会計補正予算について 歳入歳出 39.6 万円追加 原案可決

36 令和４年度天栄村水道事業会計補正予算について 収益的収入及び支出60万円減額
資本的収入及び支出100万円減額 原案可決

９月定例会その他審議結果一覧表
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令和４年９月定例会の一般質問は、９月６日に行われました。
天栄村議会の一般質問は、答弁を除く議員の発言時間を 40 分とした一問一答式

のスタイルをとっています。質問内容は抜粋となりますので、興味のある方は、会
議録をご覧ください。
（天栄村ホームページ等で公開しています）

大浦 トキ子 議員  …………………………………………… P91 3番

❶ 「横断歩道の設置」について
❷ 「小学校の統合」について

熊田　喜八 議員  ………………………………………… P102 8番

❶ 介護施設について
❷８つの目標について

村
政
を 

問
う

村
政
を 

問
う

「議会」は、住民の皆さんに代わって
村の行財政の運営を監視する役割があ
ります。

一般質問は、その議会を構成する「議
員」に与えられた権利です。村の事務
の執行状況や村の将来への考え方につ
いて報告や説明を村長に求めることが
できます。村民のための適切な村政運
営が図られているか、質問を行ってい
ます。

※議場は、空気清浄機の設置等、新型コロナウイルス感染症対策を行っています。

一般質問
議会の
豆知識
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議 

員
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員

村 
長

横断歩道の設置の要望がある県道

校庭で遊ぶ子どもたち（大里小）

①
県
道
下
松
本
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石
停
車
場

線
と
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交
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回
か
質
問

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

そ
の
後
、
須
賀
川
警
察
署
へ

の
要
望
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頃
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た
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た
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②
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渡
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県
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く

設
置
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

早
急
に
設
置
す
べ
き
と
思
う

が
伺
い
た
い
。
ま
た
、
須
賀

川
警
察
署
へ
の
要
望
は
し
た

の
か
伺
い
た
い
。

１
点
目
の
、
県
道
下
松
本
・

鏡
石
停
車
場
線
と
県
道
郡
山
矢

吹
線
と
の
交
差
点
へ
の
横
断
歩

道
設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、
須

賀
川
警
察
署
へ
本
年
３
月
に
要

望
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
６

月
定
例
会
で
お
答
え
し
た
と
お

り
、
横
断
歩
道
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
設
置
す
る
場
所
が
な
い

こ
と
、
ま
た
、
現
地
調
査
を
し

た
限
り
利
用
実
態
が
確
認
で
き

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
設
置
は

か
な
り
厳
し
い
と
の
回
答
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
歩

行
者
や
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る

注
意
喚
起
な
ど
の
交
通
安
全
対

策
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

２
点
目
の
、
大
山
団
地
か
ら
天

栄
ク
リ
ニ
ッ
ク
側
へ
渡
る
横
断

歩
道
の
設
置
に
つ
き
ま
し
て
も
、

県
道
下
松
本
・
鏡
石
停
車
場
線

と
県
道
郡
山
矢
吹
線
と
の
交
差

点
の
要
望
と
合
わ
せ
て
、
須
賀

川
警
察
署
へ
要
望
が
あ
る
旨
お

伝
え
し
て
お
り
ま
す
が
、
数
あ

る
要
望
の
全
て
を
か
な
え
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
と
の
回
答
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
引
き
続
き
、

関
係
機
関
と
と
も
に
実
態
調
査

な
ど
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
村
民
の

方
か
ら
は
、「
経
費
は
ど
の
位
か

か
る
の
か
」
と
心
配
す
る
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
次
の
点
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

①
予
算
は
ど
の
く
ら
い
を
見
込

ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、
場

所
は
ど
の
あ
た
り
を
予
定
し

て
い
る
の
か
。

②
「
過
疎
対
策
事
業
債
」
を
使
っ

た
場
合
、
ど
の
く
ら
い
の
優

遇
措
置
が
受
け
ら
れ
る
の
か
。

１
点
目
の
、
予
算
見
込
み
に

つ
き
ま
し
て
は
、
現
時
点
で
は

予
算
額
を
お
示
し
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
本
定
例
会
に

上
程
し
て
い
る
補
正
予
算
に
、

統
合
小
学
校
の
基
本
計
画
を
策

定
す
る
経
費
を
計
上
し
て
お
り
、

そ
の
成
果
に
よ
り
、
概
算
の
事

業
費
を
お
示
し
で
き
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
建
設
場
所
に
つ
き
ま

し
て
は
、
天
栄
村
立
小
中
学
校

統
合
委
員
会
か
ら
の
意
見
書
に

あ
り
ま
し
た
と
お
り
、
役
場
周

辺
も
し
く
は
天
栄
中
学
校
に
近

い
位
置
で
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

２
点
目
の
、「
過
疎
対
策
事
業

債
」
の
優
遇
措
置
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
定
例
会
で
ご
審
議
い

た
だ
く
「
天
栄
村
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
計
画
」
に
盛
り
込
ん

で
い
る
、
学
校
の
校
舎
、
屋
内

運
動
場
、
水
泳
プ
ー
ル
等
の
施

設
が
過
疎
対
策
事
業
債
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

建
設
に
は
文
部
科
学
省
の
補

助
金
を
活
用
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
が
、
補
助
残
の

事
業
費
に
過
疎
対
策
事
業
債
を

１
０
０
％
充
て
る
予
定
で
、
そ

の
元
利
償
還
金
の
70
％
が
交
付

税
措
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

教
育
長
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介護予防事業として「いきいきサロン」を開催

村
長
は
、「
お
年
寄
り
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
村
を
つ
く
り
ま

す
」、「
福
祉
施
設
を
増
や
す
こ

と
に
よ
っ
て
若
者
の
雇
用
の
場

を
広
げ
ま
す
」
と
の
目
標
を
掲

げ
て
い
ま
し
た
が
、
８
月
１
日
現

在
、
本
村
の
70
代
が
１
，
４
５
１

名
、
80
代
が
６
５
８
名
、

90
代
が
１
６
６
名
の
高

齢
者
が
い
る
中
で
、
村

長
は
今
後
ど
の
よ
う
な

対
策
を
考
え
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

本
村
の
令
和
４
年

８
月
１
日
現
在
の
住

民
基
本
台
帳
人
口
５
，

３
４
５
人
の
う
ち
65
歳

以
上
の
高
齢
者
は
１
，

９
８
９
人
で
、
高
齢
化

率
は
37
・
２
％
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
に
お
い

て
も
、
人
口
減
少
に

伴
う
高
齢
者
数
の
動
向
や
、
介

護
給
付
費
と
介
護
保
険
料
負
担

の
状
況
な
ど
を
長
期
的
に
見
通

し
な
が
ら
、
高
齢
者
の
皆
様
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
い
つ
ま

で
も
健
康
で
、
い
き
い
き
と
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
施
策
に
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

村
長
は
８
つ
の
目
標
を
掲
げ

た
中
で
、「
農
業
を
元
気
に
し
ま

す
」、「
若
者
が
帰
っ
て
来
ら
れ

る
村
を
つ
く
り
ま
す
」、「
お
年

寄
り
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村

を
つ
く
り
ま
す
」、「
み
ん
な
に

便
利
な
村
営
バ
ス
を
走
ら
せ
ま

す
」、「
村
民
の
声
を
村
政
に
生

か
し
ま
す
」
と
言
わ
れ
ま
し
た

が
、
現
在
の
村
長
の
考
え
と
思

い
を
伺
い
た
い
。

3
大
ブ
ラ
ン
ド
を
始
め
と
す

る
村
特
産
品
の
育
成
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
村
直
売
所

の
整
備
を
推
進
し
、
農
産

物
の
販
路
の
確
保
に
も
努

め
て
参
り
ま
し
た
。

ハ
イ
テ
ク
大
山
工
業
団

地
等
へ
の
企
業
誘
致
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
若
者

の
雇
用
機
会
の
創
出
に
努

め
た
ほ
か
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
や
商
工
観
光
業

者
に
対
す
る
支
援
も
積
極

的
に
行
い
魅
力
の
あ
る
村

づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま

し
た
。

ま
た
、
天
栄
ホ
ー
ム
の

増
床
と
湯
本
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
開
所
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
、
待
機
者

の
減
少
と
雇
用
の
場
の
創
出
に

努
め
ま
し
た
。

村
民
の
声
を
伺
い
な
が
ら
村

政
の
執
行
に
あ
た
っ
て
参
り
ま

し
た
。
今
後
も
社
会
経
済
情
勢

な
ど
を
踏
ま
え
、
村
民
と
の
協

働
に
よ
り
持
続
可
能
な
活
気
あ

る
村
づ
く
り
を
進
め
て
参
る
考

え
で
あ
り
ま
す
。

熊
田
　
喜
八 

議
員

一
般
質
問

8番

村
政
を
問
う

増床をした天栄ホーム

議 

員

議 

員

村 
長

村 

長

❶
介
護
施
設
に
つ
い
て

❷
８
つ
の
目
標
に
つ
い
て
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産業建設常任委員会（渡部勉委員長）は、9 月 26 日㈪に所管事務にかかる村内の工事の進捗状況等
について調査を行いました。

初めに「協働の里づくり交付金事業」の活用状況について、本年度の申請状況を中心に担当課より
説明を受けました。

また、他にも緩衝帯管理実証事業の４頭のヤギの様子やてんえいふるさと公園の農林水産物直売施
設新築工事の進捗状況、羽鳥湖畔オートキャンプ場の運営状況についても現場を確認し説明を受けま
した。

「協働の里づくり交付金事業等を調査」

令和４年9月26日▶産業建設常任委員会所管事務調査

議会 議員・ の活動

総務常任委員会（小山克彦委員長）は、9 月 26 日㈪に所管事務にかかる運営状況等について調査を
行いました。

初めに、生涯学習センターにおいて「こども映画学校業務委託」について、村内の小中学生が演技・
撮影等の一連の流れを体験し制作した映画３本を鑑賞しました。

次に、てんえいふるさと公園に建設中の「防災備蓄倉庫」の工事の進捗状況について現地を確認し、
担当課より説明を受けました。

また、他にもふるさと納税や移住・定住の取り組み状況、介護保険の現状と課題についても説明を
受け、それぞれに意見交換を行いました。

「こども映画学校業務委託等を調査」

令和４年9月26日▶総務常任委員会所管事務調査

防災備蓄倉庫整備工事の現地確認をしました映画制作の説明を受けました

緩衝帯管理実証事業のヤギの様子を現地確認しました 羽鳥湖畔オートキャンプ場の運営状況を確認しました
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あなたも議会を
傍聴してみませんか？

☎82-2101

定例会は3月、6月、9月、12月に
行われます。詳しくは議会事務局
へお問い合わせください。

令和４年9月28日▶第１回地方自治研究交流セミナー

地方議会の活性化に向けて

議会のホームページを
ご覧ください

議会のホームページが開設され
ています。議会の概要、平成27
年以降の会議録、議会だよりが
掲載されています。

天栄村ホームページトップ
http://www.vill.tenei.fukushima.jp/site/gikai/

天栄村議会 をご覧ください。

天栄村議会

DX について理解を深めました

　白子の兼子孝昭さんのりんご畑で行われた広
戸小３年生のりんご農園体験学習の１コマです。
　りんごに自分の名前シールを貼ったり、収穫
を体験しました。また、兼子さんから栽培の方
法などの話を聞き、りんご農家の仕事について
学びました。
　最後に紅玉など４種類のりんごを食べ比べ、
秋の味覚を美味しく味わいました。

天
栄
の
小
中
学
生
達
が
、
プ
ロ
の

映
画
制
作
者
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

脚
本
・
出
演
・
撮
影
・
編
集
ま
で
全

て
自
分
達
で
行
い
、
短
編
映
画
を
作

り
ま
し
た
。
早
速
村
民
の
皆
さ
ん
に

公
開
す
る
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
そ
の
機
会
が
な
く
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
こ

の
度
、
議
会
常
任
委
員
会
の
事
務
調

査
に
よ
り
、
こ
の
映
画
を
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
出
来
栄
え

は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
近
い

う
ち
公
開
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
達
の

頑
張
り
お
見
事
で
し
た
。

今
回
の
定
例
議
会
で
は
、
決
算
審

査
が
行
わ
れ
、
全
て
に
お
い
て
予
算

通
り
の
執
行
が
さ
れ
て
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
財
政
に
お
い
て

も
公
債
比
率
が
基
準
以
下
で
あ
り
、

健
全
な
る
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
監
視
す
る

こ
と
で
議
員
と
し
て
の
職
責
を
果
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

⃝

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
委
員
長
　
　
揚
妻
　
一
男

　
　
副
委
員
長
　
　
熊
田
　
喜
八

　
　
委

員
　
　
大
須
賀
渓
仁

　
　
委

員
　
　
小
山
　
克
彦

　
　
委

員
　
　
円
谷
　
　
要

議会 議員・ の活動議会 議員・ の活動

福島県町村議会議長会と岩瀬地方町村議会議長会の共
催による「第 1 回地方自治研究交流セミナー」は、9 月
28 日㈬、村生涯学習センターにおいて鏡石町議会議員
と本村議会議員の 21 人が出席し開催されました。

講師に福島大学行政政策学類教授の佐々木康文氏を迎
え、「地方議会の DX について」と題し、DX の必要性
や課題等について理解を深めました。

※ DX（デジタルトランスフォーメーション）とは、デジタル
技術の浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させ
ること
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